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認定 NPO 法⼈ＷＥ21 ジャパンこうほくは リユースリサイクル・チャリティのお店「ＷＥショップこうほく」をボランティアで
運営し、その収益でアジアの⼥性たちが⾃⽴して暮らしていけるよう⺠際⽀援活動をしています。 

発⾏ 特定⾮営利活動法⼈ＷＥ21 ジャパンこうほく 〒223-0061 港北区⽇吉 2­12­7  TEL/FAX 045-563-1808 

https://we21kk.org/ https://www.facebook.com/we21kouhoku/ 

ＷＥ21 ジャパンこうほく ニュース 

https://we21kk.hatenablog.com 

第 19 回通常総会が 5 ⽉ 25 ⽇開催され、提案された議案は
すべて承認されました。今年は久しぶりに⼤勢の会員の参加
がありました。総会後の懇親会も⾃⼰紹介を含め⽀援事業の
紹介もあり楽しく交流することができました。 

2022 年度は皆さまのおかげで 20 周年を記念した
「20 周年記念リーフレット」と「⺠際協⼒事業 20
年」の冊⼦を発⾏することができました。久しぶり
に会場で海外⽀援の報告会も開催することができ、
徐々に⽇常を取り戻せた 1 年でした。 
リユースリサイクル事業・⺠際協⼒事業ともに 20 年
を振り返り、楽しかったこと苦労したこと等さまざ
まなことが脳裏に浮かびました。 

新年度の始まりです︕ 
こうほくの主な活動指標 
会員数                61 名 
WE ショップ事業⾼     14,589,657 円 
寄付者数(延べ⼈数)         4,522 名 
ボランティア数(延べ⼈数)     2,171 名 
⺠際協⼒・国内⽀援⾦総額  1,888,783 円 

収益⾦・会費・寄付⾦より 1,346,735 円 
店頭募⾦          542,048 円 

フェアトレード仕⼊額     218,241 円 

 代表よりご挨拶 ⺠際協⼒事業も多数の国・地域に及び交流を深めてまいり
ました。おかげ様でコロナ禍でも歩みを⽌めることなく活
動してこられましたことを深く感謝申し上げます。 
次の 10 年に向けて今年度もチャリティショップとしてさ
らに地域の皆さまに愛され、⽀援が広がるよう、地域の皆
様の居場所になれるよう楽しく活動を続けていけたらと
思っています。 
これからもどうぞよろしくお願いいたします。 

⻑久保幹⼦（代表運営委員） 
 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⼤倉⼭店21 周年 
アニバーサリー感謝セール 全品半額 

(リメイク品・トレード品・⼀部商品を除きます) 
他にもお買い得企画をご⽤意いたしております 
7⽉ 10⽇(⽉)〜15⽇(⼟)   

⽉〜⾦ 11:00-17:30  ⼟ 11:00-15:00 

 みなさまのお越しをお待ちしております︕ 

例えばショップボランティア
は、お店での接客、商品のデ
ィスプレイ、商品の値付け、
寄付品整理など、週１回２時
間程度から。 
＊交通費実費払い 
仲間との親睦も深まり、楽し
く活動できます。 
⾒学&体験⼤歓迎、随時ご相談
ください。 

ボランティア募集︕ 

カンボジア・S3 プロジェクト現地視察報告会 

⼤倉⼭店 weshopkohoku.ookuramahiyoshi   ⽇吉店 weshopkouhokuhiyoshi 
 

昨年８⽉、3 年ぶりにカンボジアの「緑の芽有機農園学校」
を視察した⽶倉雪⼦さんによる報告会を１⽉27⽇に港北
公会堂 2号会議室にて開催しました。 

「⽣産と市場へのアクセスをよくして⽣計を改善するこ
と」が⽬標のこのプロジェクトも、コロナ以前は出稼ぎに
⾏かなくても⽣活できる農家が増えていましたが、コロナ
ウイルス感染流⾏やロシアのウクライナへの侵攻により
状況は悪化し、輸⼊肥料や燃料の⾼騰で出稼ぎに頼らざる
を得ない農家が増えたとのことでした。 

関内夜回り体験報告 12 ⽉ 1 ⽇（⽔）夜回り体験に参加しました。 

⽇吉店にて寄付の⽑布 3枚受け取り下島さんと⽯川町に向かい、19時に夜回りメンバ
ーの⽔地さんと合流。寿町の簡易宿泊所周辺を案内していただきながら、界隈を⾒学。 
寿町健康福祉交流センターの１階にてラウンジ、図書コーナー等⼀回りした後、夜回
りされる⽅々の待ち合わせ場所の寿⽣活館へ。そこで配布するチラシ、ホットカイロ、
マスク、⽔地さんが準備されたゆで卵を袋に⼊れて配る準備しながら、⾃⼰紹介。 

最近の農園学校の活動の様⼦を聞いたところ、４⽉は猛暑で⽣育にダメージを受けたが、⾬季に⼊り順調に⽣育
しており、農園学校を創⽴したヤンセンコマさんは、毎⽉、アシスタントとともに堆肥づくり・混植・表⼟を葉
で覆っての保⽔・剪定など、⽣産者グループに有機農法を指導しているとのことです。また、近隣の村の⼩学⽣
が家庭菜園を始められるよう、有機農園学校修了⽣による「体験スタディツアー」にも取組んだとのことです。 
今年度も、農業で暮らせる有機農家が増えるよう農園学校や農家を応援していきたいと思います。 

砂⽥正⼦（運営委員） 

当⽇の夜回りは４⼈（男性１名）と私達２⼈の６名で、20時に出発。 

関内駅地下道、駅⾼架下周辺、横浜スタジアムを回り、地下道では歓談中の⽅もあっ
たが、野外では暗くてすでに段ボールで囲って就寝されていた。メンバーの⽅々は、
就寝中の段ボールの傍にそーっと持参の配布袋を置いたり（中からありがとうの声）
必要な⽅には声かけしたりと⼿際良く対応されていました。 

⽶倉さんと報告会参加者のみなさん 

配布する品々 

当夜の野宿者は 54 ⼈（内⼥性 3 ⼈）。ゆで卵⼊りの配布袋は⾜りず、急遽頂き物の
お煎餅、キャラメル等を⼩分けしてお渡ししました。 
持参した⽑布は、冷え込みが緩い夜で必要とされる⽅はなく寿⽣活館に保管すること
になり、夜回りは 21時に終了、安全な夜であることを祈りながら解散しました。 髙光利恵（ボランティア） 

ウィ⼦ 


